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	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F029
	通り名
	764
	70
	an
	


フィールド＃28で「0」を選んだ場合には、受益者の住所に関するデータを4つのフィールド（＃29～＃32）に分けて記入する。フィールド＃29では、受益者が居住しているか所在している住所の完全な通り名と番地を記入する。住所情報は、受益者が居住しているか所在する国で通常使われている住所構造のまま提供することを強く推奨する。状況に応じて、「ad-strct」リンク先の構造情報を参照してほしい。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F030
	都市名
	834
	35
	an
	


フィールド＃28で「0」を選んだ場合には、受益者の住所に関するデータを4つのフィールド（＃29～＃32）に分けて記入する。フィールド＃30では、受益者が居住しているか所在している都市名を記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F031
	国の下位単位
	869
	35
	an
	州、省など


フィールド＃28で「0」を選んだ場合には、受益者の住所に関するデータを4つのフィールド（＃29～＃32）に分けて記入する。フィールド＃31では、受益者が居住しているか所在している都市がある国の下位単位（該当する場合のみ）を記入する。下位単位としては、州、地域、ラント、省などの行政区画が含まれる。データがなければブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F032
	郵便番号
	904
	9
	an
	


フィールド＃28で「0」を選んだ場合には、受益者の住所に関するデータを4つのフィールド（＃29～＃32）に分けて記入する。フィールド＃32では、受益者の住所の郵便番号を記入する。住所情報は、受益者が居住しているか所在する国で通常使われている住所構造のまま提供することを強く推奨する。状況に応じて、「ad-strct」リンク先の構造情報を参照してほしい。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F033
	*国コード
	913
	2
	a
	ISO 3166 

不明の場合はブランク


764～912バイトで記入した住所の国コードをISO 3166に従い2バイトのアルファベットで入力する。このフィールドは、固定・フリーの各フォーマットとは別に、住所国コードを独立した情報として提供するものである。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	OA_RBO
	**(その他の住所)
	
	
	
	


このフィールド群（フィールド＃35～＃39）は、情報提供国が知りえた受益者の第2の住所を通知するためのものである。このフィールド群の構成は、主たる住所のフィールド群とまったく同じである。他の住所が不明である場合には、ブランクのまま空けておくことができる。このため、主たる住所では数値フィールドだったフィールドが、ここでは、ブランク値を考慮に入れることができるよう英数字フィールドになっている。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F034
	*その他の住所種別
	915
	1
	an
	0 – 居住用または事業用 

1 – 登記上本店
2 – その他または不明

フィールド群全体が空白のときはブランクでもかまわない。


受益者の住所の種別（0：居住用または事業用、1：登記上本店、2：その他または不明）を選び、記入する。住所は他の国の居住者に関連していることが多いため、情報提供国では種別の特定はむずかしいかもしれない。はっきりしない場合には、「2」と入力する。
	フィールド／フィールド群
	_フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F035
	*その他の住所の種別
	916
	1
	an
	0 – 固定
1 – フリー

その他の住所がなければブランク
フリーの場合、住所の詳細は、917～1065バイトの左寄せ文字列で入力する。


フィールド＃36～＃39では、受益者の他の住所に関するデータを1つの長いフィールドとして記入するか、あるいは4フィールドにまたがって記入するか、どちらかを選択する。フィールド＃36～＃39の4つのフィールドにデータを分けて記入する場合には、「0」と入力する。1つのフィールドに記入する場合には「1」と入力し、受益者の他の住所に関する詳細のすべてを149バイトの1つの左寄せの文字列で記入する。住所の各部分は、ブランクか「／（スラッシュ）」で区切る。住所国コードについては、固定・フリーのどちらのフォーマットを選んでも別途指定することになるので注意してほしい。照合の円滑化のため、原則として固定フォーマットの使用を推奨するが、住所の各部分の特定・区別がむずかしいときには、フリーフォーマットの使用を勧める。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FreeForm5
	*(その他の住所フリーフォーマット)
	917
	149
	an
	


フィールド＃35で「1」を選んだ場合には、受益者の他の住所に関するデータを149バイトの左寄せの長い文字列で1つのフィールドに記入する。通り名、番地、都市名、国の下位単位（該当する場合のみ。州、省といった行政区画）、郵便番号を記入する。住所の各部分は、ブランクで区切る。印刷形態の住所における改行場所を示すために「／（スラッシュ）」を使ってもよい。このフィールドには住所国コードは記入しない。住所情報は、受益者が居住しているか所在する国で通常使われている住所構造のまま提供することを強く推奨する。状況に応じて、「ad-strct」リンク先の構造情報を参照してほしい。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FixForm5
	*(その他の住所固定フォーマット)
	
	
	
	フィールドの下位区分の詳細を説明


フィールド＃35で「0」を選んだ場合には、受益者の他の住所に関するデータを4つのフィールド（＃36～＃39）に分けて記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F036
	通り名
	917
	70
	an
	


フィールド＃35で「0」を選んだ場合には、受益者の他の住所に関するデータを4つのフィールド（＃36～＃39）に分けて記入する。フィールド＃36では、受益者が居住しているか所在している他の住所の完全な通り名と番地を記入する。住所情報は、受益者が居住しているか所在する国で通常使われている住所構造のまま提供することを強く推奨する。状況に応じて、「ad-strct」リンク先の構造情報を参照してほしい。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F037
	都市名
	987
	35
	an
	


フィールド＃35で「0」を選んだ場合には、受益者の他の住所に関するデータを4つのフィールド（＃36～＃39）に分けて記入する。フィールド＃37では、受益者が居住しているか所在している都市名を記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F038
	国の下位単位
	1022
	35
	an
	州、省など


フィールド＃35で「0」を選んだ場合には、受益者の他の住所に関するデータを4つのフィールド（＃36～＃39）に分けて記入する。フィールド＃38では、受益者が居住しているか所在している都市がある国の下位単位（該当する場合のみ）を記入する。下位単位としては、州、地域、ラント、省などの行政区画が含まれる。データがなければブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F039
	郵便番号
	1057
	9
	an
	


フィールド＃35で「0」を選んだ場合には、受益者の他の住所に関するデータを4つのフィールド（＃36～＃39）に分けて記入する。フィールド＃39では、受益者の他の住所の郵便番号を記入する。住所情報は、受益者が居住しているか所在する国で通常使われている住所構造のまま提供することを強く推奨する。状況に応じて、「ad-strct」リンク先の構造情報を参照してほしい。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F040
	*国コード
	1066
	2
	a
	ISO 3166 ; 不明の場合はブランク


917～1065バイトで記入した住所の国コードをISO 3166に従い2バイトのアルファベットで入力する。このフィールドは、固定・フリーの各フォーマットとは別に、住所国コードを独立した情報として提供するものである。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	RAI
	***受取人の代理人もしくは仲介者
	
	
	
	


「代理人または仲介者」とは、当該の支払いを受け取るが、受益者ではないことがわかっている者（たとえば、金融機関などの仲介者）のことである。こうした者が特定できない場合には、ブランクにしておく（代理人や仲介者が存在するときには数値を入れるフィールドでも、ブランクにしておく）。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F041
	**TIN1発行国コード
	1068
	2
	a
	ISO 3166 ; 不明の場合はブランク


フィールド＃42でTINを記入する場合には、そのTINを発行した国のコードをISO 3166に従い2バイトのアルファベットで入力する。 代理人や仲介者はどこでも居住または仕事している可能性があるので、どの国でも発行国になりえる。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F042
	**TIN1
	1070
	20
	an
	受益者の代理人または仲介者の納税者番号

データがない場合はブランク


「国コード」フィールド＃41で特定した国が代理人や仲介者に発行したTINを記入する（該当する場合のみ）。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F043
	**TIN2発行国コード
	1090
	2
	a
	ISO 3166 ;不明の場合はブランク


フィールド＃44でTINを記入する場合には、そのTINを発行した国のコードをISO 3166に従い2バイトのアルファベットで入力する。 代理人や仲介者はどこでも居住または仕事している可能性があるので、どの国でも発行国になりえる。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F044
	**TIN2
	1092
	20
	an
	受益者の代理人または仲介者の納税者番号

データがない場合はブランク


「国コード」フィールド＃43で特定した国が代理人や仲介者に発行したTINを記入する（該当する場合のみ）。同じ代理人や仲介者に対し2つの国からTINが発行されている場合、どちらをTIN1またはTIN2にしたらいいのかについては、一切決まりがない。ただし、2つの番号が同一であってはならない（つまり、フィールド＃42と＃44に同じ番号を記入してはならない）。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	N_RAI
	**(名前)
	
	
	
	


適切な文書や公式記録によって情報提供国に示されたとおりに受益者の代理人もしくは仲介者の名前を記入する。フィールド＃45～＃49には、受益者の代理人もしくは仲介者の名前に関するデータを記入しなければならない。詳細は各フィールドの解説を参照してほしい。 

	フィールド／フィールド群
	_フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F045
	*名前フォーマット種別
	1112
	1
	an
	0 – 固定
1 – フリー

代理人や仲介者がない場合にはブランクでもかまわない。
フリーの場合、名前の詳細は、1113～1322バイトの左寄せ文字列で入力する。


フィールド＃46～＃49では、受益者の代理人もしくは仲介者の名前に関するデータを1113～1322の210バイトの左寄せの長い文字列で1つのフィールドに記入するか、あるいは4フィールドにまたがって記入するか、どちらかを選択する。フィールド＃46～＃49のデータを1つのフィールドで記入する場合には、「1」と入力する。これは、法人の場合に多いケースである。このとき、名前の詳細はすべて210バイトの左寄せの1つの文字列で記入する。名前をいくつかの部分に分けるときには、ブランクで区切る。フィールド＃46～＃49のデータをそれぞれのフィールドに別々に記入する場合には、「0」と入力する。フリーフォーマットは、名前の詳細に疑問がある場合（どれがキーネームで、どれがファーストネームかわからない場合など）で、受領国の方が正確な判断を下せると思うときに使用すべきである。ちなみに「キーネーム」は、文化的に中立であることを意図して使用している語で、国によっては「surname」、「last name」、「family name」などと呼ばれていることがある。代理人や仲介者に関するデータがないときに、そのフィールド群全体をブランクのままにしておけるよう、「名前」のフィールド群と違ってここでは英数字フィールドが指定され、ブランクも有効なエントリになっている。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FreeForm6
	*(名前フリーフォーマット)
	1113
	210
	an
	


フィールド＃45で「1」を選んだ場合には、受益者の代理人もしくは仲介者の名前に関するデータを210バイトの左寄せの長い文字列で1つのフィールドに記入する。代理人や仲介者が個人のときには、姓、ファーストネーム、ミドルネームまたはイニシャル（該当する場合のみ）、称号（該当する場合のみ。Mr.、Mrs.など）、サフィックス（該当する場合のみ。Esquire、Seniorなど）を記入する。法人（企業、パートナーシップなど）のときには、登記上の名前や文書に記録されている名前を記入する。名前をいくつかの部分に分ける場合には、ブランクで区切る。データがなければブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FixForm6
	*(名前固定フォーマット)
	
	
	
	フィールドの下位区分の詳細を説明


フィールド＃45で「0」を選んだ場合には、受益者の代理人もしくは仲介者の名前に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃46～＃49に、代理人や仲介者が個人のときには姓（＃46）、ファーストネーム、ミドルネームまたはイニシャル（該当する場合のみ）（＃47）、称号（該当する場合のみ。Mr.、Mrs.など）（＃48）、サフィックス（該当する場合のみ。Esquire、Seniorなど）（＃49）を記入する。ちなみに「キーネーム」は、文化的に中立であることを意図して使用している語で、国によっては「surname」、「last name」、「family name」などと呼ばれていることがある。受益者が法人（企業、パートナーシップなど）で、推奨したフリーフォーマットを使用しないときには、フィールド＃46に完全な組織名を記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F046
	キーネーム
	1113
	70
	an
	「キーネーム」とは、個人の場合には姓、法人の場合には

組織名のことである。


フィールド＃45で「0」を選んだ場合には、受益者の代理人もしくは仲介者の名前に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃46には、代理人や仲介者が個人のときには姓、法人のときには組織名（法人に対し推奨したフリーフォーマットを使用していない場合）を記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F047
	その他の名前
	1183
	70
	an
	その他の名前としては、ファーストネーム、ミドルネーム、

イニシャルなどが含まれる。


フィールド＃45で「0」を選んだ場合には、受益者の代理人もしくは仲介者の名前に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃47には、ファーストネーム、ミドルネーム、イニシャルを記入する。データがないときや、法人の場合には、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F048
	称号
	1253
	35
	an
	称号には、Mr、Mrs、Doctor（博士）、Sir、

Professor（教授）などが含まれる。


フィールド＃45で「0」を選んだ場合には、受益者の代理人もしくは仲介者の名前に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃48には、称号を記入する。称号には、Mr、Mrs、Doctor、Sir、Professorなどが含まれる。慣習に従い、略字を使用してもかまわない。データがないときや、法人の場合には、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F049
	サフィックス
	1288
	35
	an
	サフィックスには、Esquire、Senior、Junior 
などが含まれる。


フィールド＃45で「0」を選んだ場合には、受益者の代理人もしくは仲介者の名前に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃49には、サフィックスを記入する。サフィックスには、Esquire、Senior、Juniorなどが含まれる。慣習に従い、略字を使用してもかまわない。データがないときや、法人の場合には、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	A_RAI
	**(住所)
	
	
	
	


受益者の代理人もしくは仲介者の住所情報を記入するためのフィールド群である。
	フィールド／フィールド群
	_フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F050
	*住所フォーマット種別
	1323
	1
	an
	0 – 固定
1 – フリー

代理人や仲介者がない場合にはブランクでもかまわない。
フリーの場合、名前の詳細は、1324～1472バイトの左寄せ文字列で入力する。


フィールド＃51～＃54では、受益者の代理人もしくは仲介者の住所に関するデータを1つの長いフィールドとして記入するか、あるいは4フィールドにまたがって記入するか、どちらかを選択する。フィールド＃51～＃54の4つのフィールドにデータを分けて記入する場合には、「0」と入力する。1つのフィールドに記入する場合には「1」と入力し、受益者の代理人や仲介者の住所に関する詳細をすべて149バイトの1つの左寄せの文字列で記入する。住所の各部分は、ブランクか「／（スラッシュ）」で区切る。住所国コードについては、固定・フリーのどちらのフォーマットを選んでも別途指定することになるので注意してほしい。照合の円滑化のため、原則として固定フォーマットの使用を推奨するが、住所の各部分の特定・区別がむずかしいときには、フリーフォーマットの使用を勧める。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FreeForm7
	*(住所フリーフォーマット)
	1324
	149
	an
	


フィールド＃50で「1」を選んだ場合には、受益者の代理人もしくは仲介者の住所に関するデータを149バイトの左寄せの長い文字列で1つのフィールドに記入する。通り名、番地、都市名、国の下位単位（該当する場合のみ。州、省といった行政区画）、郵便番号を記入する。住所の各部分は、ブランクで区切る。印刷形態の住所における改行場所を示すために「／（スラッシュ）」を使ってもよい。このフィールドには住所国コードは記入しない。住所情報は、受益者の代理人や仲介者が居住しているか所在する国で通常使われている住所構造のまま提供することを強く推奨する。状況に応じて、「ad-strct」リンク先の構造情報を参照してほしい。該当しない場合や、データがないときは、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FixForm7
	*(住所固定フォーマット)
	
	
	
	フィールドの下位区分の詳細を説明


フィールド＃50で「0」を選んだ場合には、受益者の代理人もしくは仲介者の住所に関するデータを4つのフィールド（＃51～＃54）に分けて記入する。該当しない場合や、データがないときは、ブランクにしておく。

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F051
	通り名
	1324
	70
	an
	


フィールド＃50で「0」を選んだ場合には、受益者の代理人もしくは仲介者の住所に関するデータを4つのフィールド（＃51～＃54）に分けて記入する。フィールド＃51では、受益者の代理人や仲介者が居住しているか所在している住所の完全な通り名と番地を記入する。住所情報は、受益者の代理人や仲介者が居住しているか所在する国で通常使われている住所構造のまま提供することを強く推奨する。状況に応じて、「ad-strct」リンク先の構造情報を参照してほしい。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F052
	都市名
	1394
	35
	an
	


フィールド＃50で「0」を選んだ場合には、受益者の代理人もしくは仲介者の住所に関するデータを4つのフィールド（＃51～＃54）に分けて記入する。フィールド＃52では、受益者の代理人や仲介者が居住しているか所在している都市名を記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F053
	国の下位単位
	1429
	35
	an
	


フィールド＃50で「0」を選んだ場合には、受益者の代理人もしくは仲介者の住所に関するデータを4つのフィールド（＃51～＃54）に分けて記入する。フィールド＃53では、受益者の代理人や仲介者が居住しているか所在している都市がある国の下位単位（該当する場合のみ）を記入する。下位単位としては、州、地域、ラント、省などの行政区画が含まれる。該当しない場合や、データがないときは、ブランクにしておく。 
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F054
	郵便番号
	1464
	9
	an
	


フィールド＃50で「0」を選んだ場合には、受益者の代理人もしくは仲介者の住所に関するデータを4つのフィールド（＃51～＃54）に分けて記入する。フィールド＃54では、受益者の代理人や仲介者の住所の郵便番号を記入する。住所情報は、受益者の代理人や仲介者が居住しているか所在する国で通常使われている住所構造のまま提供することを強く推奨する。状況に応じて、「ad-strct」リンク先の構造情報を参照してほしい。該当しない場合や、データがないときは、ブランクにしておく。 
	フィールド／フィールド群
	_フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F055
	*国コード
	1473
	2
	a
	ISO 3166 ; 不明の場合はブランク


1324～1472バイトで記入した住所の国コードをISO 3166に従い2バイトのアルファベットで入力する。このフィールドは、固定・フリーの各フォーマットとは別に、住所国コードを独立した情報として提供するものである。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	APR
	***実際の支払人
	
	
	
	


「実際の支払人」とは、この記録で扱っている当該支払いの支払い元のことで、情報提供国が支払い元であると判断したか、あるいは情報提供国に提出された文書に支払い元であると記録されている者である。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F056
	**TIN1発行国コード
	1475
	2
	a
	ISO 3166 ; 不明の場合はブランク


フィールド＃57でTINを記入する場合には、そのTINを発行した国のコードをISO 3166に従い2バイトのアルファベットで入力する。どの国でも発行国となる可能性はあるが、情報提供国のコードが記入されるケースが多いだろう。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F057
	**TIN1
	1477
	20
	an
	実際の支払人の代理人または仲介者の納税者番号

データがない場合はブランク


「国コード」フィールド＃56 で特定した国が実際の支払人に発行したTINを記入する（該当する場合のみ）。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F058
	**TIN2発行国コード
	1497
	2
	a
	ISO 3166 ; 不明の場合はブランク


フィールド＃59でTINを記入する場合には、そのTINを発行した国のコードをISO 3166に従い2バイトのアルファベットで入力する。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F059
	**TIN2
	1499
	20
	an
	実際の支払人の代理人または仲介者の納税者番号

データがない場合はブランク


「国コード」フィールド＃58で特定した国が実際の支払人に発行したTINを記入する（該当する場合のみ）。同じ代理人や仲介者に対し2つの国からTINが発行されている場合、どちらをTIN1またはTIN2にしたらいいのかについては、一切決まりがない。ただし、2つの番号が同一であってはならない（つまり、フィールド＃57と＃59に同じ番号を記入してはならない）。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F060
	**OECD支払人コード
	1519
	2
	an
	コードテーブル1参照


コードテーブル1から支払人の種別を選び、記入する。

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	N_APR
	**(名前)
	
	
	
	


実際の支払人の記録されている名前のことである。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F061
	*名前フォーマット種別
	1521
	1
	n
	0 – 固定
1 – フリー
フリーの場合、名前の詳細は、1521～1731バイトの左寄せ文字列で入力する。


フィールド＃62～＃65では、実際の支払人の名前に関するデータを1522～1731の210バイトの左寄せの長い文字列で1つのフィールドに記入するか、あるいは4フィールドにまたがって記入するか、どちらかを選択する。フィールド＃62～＃65のデータを1つのフィールドで記入する場合には、「1」と入力する。実際の支払人が法人のときには、このケースが多い。この場合、名前の詳細はすべて210バイトの左寄せの1つの文字列で記入する。名前をいくつかの部分に分けるときには、ブランクで区切る。フィールド＃62～＃65のデータをそれぞれのフィールドに別々に記入する場合には、「0」と入力する。フリーフォーマットは、名前の詳細に疑問がある場合（どれがキーネームで、どれがファーストネームかわからない場合など）で、受取国の方が正確な判断を下せると思うときに使用すべきである。ちなみに「キーネーム」は、文化的に中立であることを意図して使用している語で、国によっては「surname」、「last name」、「family name」などと呼ばれていることがある。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FreeForm8
	*(名前フリーフォーマット)
	1522
	210
	an
	


フィールド＃61で「1」を選んだ場合には、実際の支払人の詳細を210バイトの左寄せの長い文字列で1つのフィールドに記入する。実際の支払人が個人のときには、姓、ファーストネーム、ミドルネームまたはイニシャル（該当する場合のみ）、称号（該当する場合のみ。Mr.、Mrs.など）、サフィックス（該当する場合のみ。Esquire、Seniorなど）を記入する。法人（企業、パートナーシップなど）のときには、登記上の名前や文書に記録されている名前を記入する。名前をいくつかの部分に分ける場合には、ブランクで区切る。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FixForm8
	*(名前固定フォーマット)
	
	
	
	フィールドの下位区分の詳細を説明


フィールド＃61で「0」を選んだ場合には、実際の支払人の名前に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃62～＃65に、実際の支払人が個人のときには姓（＃62）、ファーストネーム、ミドルネームまたはイニシャル（該当する場合のみ）（＃63）、称号（該当する場合のみ。Mr.、Mrs.など）（＃64）、サフィックス（該当する場合のみ。Esquire、Seniorなど）（＃65）を記入する。ちなみに「キーネーム」は、文化的に中立であることを意図して使用している語で、国によっては「surname」、「last name」、「family name」などと呼ばれていることがある。実際の支払人が法人（企業、パートナーシップなど）で、推奨したフリーフォーマットを使用しないときには、フィールド＃62に完全な組織名を記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F062
	キーネーム
	1522
	70
	an
	「キーネーム」とは、個人の場合には姓、法人の場合には

組織名のことである。


フィールド＃61で「0」を選んだ場合には、実際の支払人の名前に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃62には、実際の支払人が個人のときには姓、法人のときには組織名（法人に対し推奨したフリーフォーマットを使用していない場合）を記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F063
	その他の名前
	1592
	70
	an
	その他の名前としては、ファーストネーム、ミドルネーム、

イニシャルなどが含まれる。


フィールド＃61で「0」を選んだ場合には、実際の支払人の名前に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃63には、ファーストネーム、ミドルネーム、イニシャルを記入する。法人の場合には、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F064
	称号
	1662
	35
	an
	称号には、Mr、Mrs、Doctor（博士）、Sir、

Professor（教授）などが含まれる。


フィールド＃61で「0」を選んだ場合には、実際の支払人の名前に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃64には、称号を記入する。称号には、Mr、Mrs、Doctor、Sir、Professorなどが含まれる。慣習に従い、略字を使用してもかまわない。データがないときや、法人の場合には、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F065
	サフィックス
	1697
	35
	an
	サフィックスには、Esquire、Senior、Junior 
などが含まれる。


フィールド＃61で「0」を選んだ場合には、実際の支払人の名前に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃65には、サフィックスを記入する。サフィックスには、Esquire、Senior、Juniorなどが含まれる。慣習に従い、略字を使用してもかまわない。データがないときや、法人の場合には、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	A_APR
	**(住所)
	
	
	
	


実際の支払人の住所情報を記入するためのフィールド群である。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F066
	*住所フォーマット種別
	1732
	1
	n
	0 – 固定
1 – フリー
フリーの場合、住所の詳細は、1733～1881バイトの左寄せ文字列で入力する。


フィールド＃67～＃70では、実際の支払人の住所に関するデータを1つの長いフィールドとして記入するか、あるいは4フィールドにまたがって記入するか、どちらかを選択する。フィールド＃67～＃70の4つのフィールドにデータを分けて記入する場合には、「0」と入力する。1つのフィールドに記入する場合には「1」と入力し、実際の支払人の住所に関する詳細をすべて149バイトの1つの左寄せの文字列で記入する。住所の各部分は、ブランクか「／（スラッシュ）」で区切る。住所国コードについては、固定・フリーのどちらのフォーマットを選んでも別途指定することになるので注意してほしい。照合の円滑化のため、原則として固定フォーマットの使用を推奨するが、住所の各部分の特定・区別がむずかしいときには、フリーフォーマットの使用を勧める。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FreeForm9
	*(住所フリーフォーマット)
	1733
	149
	an
	


フィールド＃66で「1」を選んだ場合には、実際の支払人の住所に関するデータを149バイトの左寄せの長い文字列で1つのフィールドに記入する。通り名、番地、都市名、国の下位単位（該当する場合のみ。州、省といった行政区画）、郵便番号を記入する。住所の各部分は、ブランクで区切る。印刷形態の住所における改行場所を示すために「／（スラッシュ）」を使ってもよい。このフィールドには住所国コードは記入しない。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FixForm9
	*(住所固定フォーマット)
	
	
	
	フィールドの下位区分の詳細を説明


フィールド＃66で「0」を選んだ場合には、実際の支払人の住所に関するデータを4つのフィールド（＃67～＃70）に分けて記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F067
	通り名
	1733
	70
	an
	


フィールド＃66で「0」を選んだ場合には、実際の支払人の住所に関するデータを4つのフィールド（＃67～＃70）に分けて記入する。フィールド＃67では、実際の支払人が居住しているか所在している住所の完全な通り名と番地を記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F068
	都市名
	1803
	35
	an
	


フィールド＃66で「0」を選んだ場合には、実際の支払人の住所に関するデータを4つのフィールド（＃67～＃70）に分けて記入する。フィールド＃68では、実際の支払人が居住しているか所在している都市名を記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F069
	国の下位単位
	1838
	35
	an
	


フィールド＃66で「0」を選んだ場合には、実際の支払人の住所に関するデータを4つのフィールド（＃67～＃70）に分けて記入する。フィールド＃69では、実際の支払人が居住しているか所在している都市がある国の下位単位（該当する場合のみ）を記入する。下位単位としては、州、地域、ラント、省などの行政区画が含まれる。データがないときは、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F070
	郵便番号
	1873
	9
	an
	


フィールド＃66で「0」を選んだ場合には、実際の支払人の住所に関するデータを4つのフィールド（＃67～＃70）に分けて記入する。フィールド＃70では、実際の支払人の住所の郵便番号を記入する。データがないときは、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F071
	*国コード
	1882
	2
	a
	ISO 3166 ; 不明の場合はブランク


1733～1881バイトで記入した住所の国コードをISO 3166に従い2バイトのアルファベットで入力する。このフィールドは、固定・フリーの各フォーマットとは別に、住所国コードを独立した情報として提供するものである。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考


	PAI
	***支払人の代理人もしくは仲介者
	
	
	
	


実際の支払人が支払いの委託をした者のことである。こうした者が特定できない場合には、ブランクにしておく（代理人や仲介者が存在するときには数値を入れるフィールドでも、ブランクにしておく）。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F072
	**TIN1発行国コード
	1884
	2
	a
	ISO 3166 ; 不明の場合はブランク


フィールド＃73でTINを記入する場合には、そのTINを発行した国のコードをISO 3166に従い2バイトのアルファベットで入力する。 代理人や仲介者はどこでも居住または仕事している可能性があるので、どの国でも発行国になりえる。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F073
	**TIN1
	1886
	20
	an
	「国コード」フィールド＃72 で特定した国が

代理人や仲介者に発行したTINを記入する

（該当する場合のみ）。


	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F074
	**TIN2発行国コード
	1906
	2
	a
	ISO 3166 ; 不明の場合はブランク


フィールド＃75でTINを記入する場合には、そのTINを発行した国のコードをISO 3166に従い2バイトのアルファベットで入力する。代理人や仲介者はどこでも居住または仕事している可能性があるので、どの国でも発行国になりえる。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F075
	**TIN2
	1908
	20
	an
	実際の支払人の代理人または仲介者の納税者番号

データがない場合はブランク


「国コード」フィールド＃74で特定した国が実際の支払人の代理人または仲介者に発行したTINを記入する（該当する場合のみ）。同じ代理人や仲介者に対し2つの国からTINが発行されている場合、どちらをTIN1またはTIN2にしたらいいのかについては、一切決まりがない。ただし、2つの番号が同一であってはならない（つまり、フィールド＃73と＃75に同じ番号を記入してはならない）。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	N_PAI
	**(名前)
	
	
	
	


実際の支払人の代理人または仲介者の名前を記録されているとおりに記入する。フィールド＃76～＃80には、実際の支払人の代理人や仲介者の名前に関するデータを記入しなければならない。詳細は各フィールドの解説を参照してほしい。  

	フィールド／フィールド群
	_フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F076
	*名前フォーマット種別
	1928
	1
	an
	0 – 固定
1 – フリー
フリーの場合、名前の詳細は、1929～2138バイトの左寄せ文字列で入力する。


フィールド＃77～＃80では、実際の支払人の代理人もしくは仲介者の名前に関するデータを1929～2138の210バイトの左寄せの長い文字列で1つのフィールドに記入するか、あるいは4フィールドにまたがって記入するか、どちらかを選択する。フィールド＃77～＃80のデータを1つのフィールドで記入する場合には、「1」と入力する。これは、法人の場合に多いケースである。このとき、名前の詳細はすべて210バイトの左寄せの1つの文字列で記入する。名前をいくつかの部分に分けるときには、ブランクで区切る。フィールド＃77～＃80のデータをそれぞれのフィールドに別々に記入する場合には、「0」と入力する。フリーフォーマットは、名前の詳細に疑問がある場合（どれがキーネームで、どれがファーストネームかわからない場合など）で、受取国の方が正確な判断を下せると思うときに使用すべきである。ちなみに「キーネーム」は、文化的に中立であることを意図して使用している語で、国によっては「surname」、「last name」、「family name」などと呼ばれていることがある。代理人や仲介者に関するデータがないときに、そのフィールド群全体をブランクのままにしておけるよう、「名前」のフィールド群と違ってここでは英数字フィールドが指定され、ブランクも有効なエントリになっている。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FreeForm10
	*(名前フリーフォーマット)
	1929
	210
	an
	


フィールド＃76で「1」を選んだ場合には、実際の支払人の代理人もしくは仲介者の名前に関するデータを210バイトの左寄せの長い文字列で1つのフィールドに記入する。代理人や仲介者が個人のときには、姓、ファーストネーム、ミドルネームまたはイニシャル（該当する場合のみ）、称号（該当する場合のみ。Mr.、Mrs.など）、サフィックス（該当する場合のみ。Esquire、Seniorなど）を記入する。法人（企業、パートナーシップなど）のときには、登記上の名前や文書に記録されている名前を記入する。名前をいくつかの部分に分ける場合には、ブランクで区切る。データがなければブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FixForm10
	*(名前固定フォーマット)
	
	
	
	フィールドの下位区分の詳細を説明


フィールド＃76で「0」を選んだ場合には、実際の代理人もしくは仲介者の名前に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃77～＃80に、代理人や仲介者が個人のときには姓（＃77）、ファーストネーム、ミドルネームまたはイニシャル（該当する場合のみ）（＃78）、称号（該当する場合のみ。Mr.、Mrs.など）（＃79）、サフィックス（該当する場合のみ。Esquire、Seniorなど）（＃80）を記入する。ちなみに「キーネーム」は、文化的に中立であることを意図して使用している語で、国によっては「surname」、「last name」、「family name」などと呼ばれていることがある。実際の支払人が法人（企業、パートナーシップなど）で、推奨したフリーフォーマットを使用しないときには、フィールド＃77に完全な組織名を記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F077
	キーネーム
	1929
	70
	an
	「キーネーム」とは、個人の場合には姓、法人の場合には

組織名のことである。


フィールド＃76で「0」を選んだ場合には、実際の支払人の代理人もしくは仲介者の名前に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃77には、代理人や仲介者が個人のときには姓、法人のときには組織名（法人に対し推奨したフリーフォーマットを使用していない場合）を記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F078
	その他の名前
	1999
	70
	an
	その他の名前としては、ファーストネーム、ミドルネーム、

イニシャルなどが含まれる。


フィールド＃76で「0」を選んだ場合には、実際の支払人の代理人もしくは仲介者の名前に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃78には、ファーストネーム、ミドルネーム、イニシャルを記入する。データがないときや、法人の場合には、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F079
	称号
	2069
	35
	an
	称号には、Mr、Mrs、Doctor（博士）、Sir、

Professor（教授）などが含まれる。


フィールド＃76で「0」を選んだ場合には、実際の支払人の代理人もしくは仲介者の名前に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃79には、称号を記入する。称号には、Mr、Mrs、Doctor、Sir、Professorなどが含まれる。慣習に従い、略字を使用してもかまわない。データがないときや、法人の場合には、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F080
	サフィックス
	2104
	35
	an
	サフィックスには、Esquire、Senior、Junior 
などが含まれる。


フィールド＃76で「0」を選んだ場合には、実際の支払人の代理人もしくは仲介者の名前に関するデータを4つのフィールドに分けて記入する。フィールド＃80には、サフィックスを記入する。サフィックスには、Esquire、Senior、Juniorなどが含まれる。慣習に従い、略字を使用してもかまわない。データがないときや、法人の場合には、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	A_PAI
	**(住所)
	
	
	
	


このフィールド群には、実際の支払人の代理人もしくは仲介者の住所情報を記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F081
	*住所フォーマット種別
	2139
	1
	an
	0 – 固定
1 – フリー

代理人や仲介者がない場合にはブランクでもかまわない。
フリーの場合、名前の詳細は、2140～2289バイトの左寄せ文字列で入力する。


フィールド＃82～＃85では、実際の支払人の代理人もしくは仲介者の住所に関するデータを1つの長いフィールドとして記入するか、あるいは4フィールドにまたがって記入するか、どちらかを選択する。フィールド＃82～＃85の4つのフィールドにデータを分けて記入する場合には、「0」と入力する。1つのフィールドに記入する場合には「1」と入力し、実際の支払人の代理人や仲介者の住所に関する詳細をすべて149バイトの1つの左寄せの文字列で記入する。住所の各部分は、ブランクか「／（スラッシュ）」で区切る。住所国コードについては、固定・フリーのどちらのフォーマットを選んでも別途指定することになるので注意してほしい。照合の円滑化のため、原則として固定フォーマットの使用を推奨するが、住所の各部分の特定・区別がむずかしいときには、フリーフォーマットの使用を勧める。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FreeForm11
	*(住所フリーフォーマット)
	2140 
	149
	an
	


フィールド＃81で「1」を選んだ場合には、実際の支払人の代理人もしくは仲介者の住所に関するデータを149バイトの左寄せの長い文字列で1つのフィールドに記入する。通り名、番地、都市名、国の下位単位（該当する場合のみ。州、省といった行政区画）、郵便番号を記入する。住所の各部分は、ブランクで区切る。印刷形態の住所における改行場所を示すために「／（スラッシュ）」を使ってもよい。このフィールドには住所国コードは記入しない。住所情報は、実際の支払人の代理人や仲介者が居住しているか所在する国で通常使われている住所構造のまま提供することを強く推奨する。状況に応じて、「ad-strct」リンク先の構造情報を参照してほしい。該当しない場合や、データがないときは、ブランクにしておく。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	FixForm11
	*(住所固定フォーマット)
	
	
	
	フィールドの下位区分の詳細を説明.


フィールド＃81で「0」を選んだ場合には、実際の支払人の代理人もしくは仲介者の住所に関するデータを4つのフィールド（＃82～＃85）に分けて記入する。該当しない場合や、データがないときは、ブランクにしておく。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F082
	通り名
	2140
	70
	an
	


フィールド＃81で「0」を選んだ場合には、実際の支払人の代理人もしくは仲介者の住所に関するデータを4つのフィールド（＃82～＃85）に分けて記入する。フィールド＃82では、実際の支払人の代理人や仲介者が居住しているか所在している住所の完全な通り名と番地を記入する。住所情報は、実際の支払人の代理人や仲介者が居住しているか所在する国で通常使われている住所構造のまま提供することを強く推奨する。状況に応じて、「ad-strct」リンク先の構造情報を参照してほしい。該当しない場合や、データがないときは、ブランクにしておく。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F083
	都市名
	2210
	35
	an
	


フィールド＃81で「0」を選んだ場合には、実際の支払人の代理人もしくは仲介者の住所に関するデータを4つのフィールド（＃82～＃85）に分けて記入する。フィールド＃83では、実際の支払人の代理人や仲介者が居住しているか所在している都市名を記入する。該当しない場合や、データがないときは、ブランクにしておく。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F084
	国の下位単位
	2245
	35
	an
	


フィールド＃81で「0」を選んだ場合には、実際の支払人の代理人もしくは仲介者の住所に関するデータを4つのフィールド（＃82～＃85）に分けて記入する。フィールド＃84では、実際の支払人の代理人や仲介者が居住しているか所在している都市がある国の下位単位（該当する場合のみ）を記入する。下位単位としては、州、地域、ラント、省などの行政区画が含まれる。該当しない場合や、データがないときは、ブランクにしておく。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F085
	郵便番号
	2380
	9
	an
	


フィールド＃81で「0」を選んだ場合には、実際の支払人の代理人もしくは仲介者の住所に関するデータを4つのフィールド（＃82～＃85）に分けて記入する。フィールド＃85では、実際の支払人の代理人や仲介者の住所の郵便番号を記入する。住所情報は、実際の支払人の代理人や仲介者が居住しているか所在する国で通常使われている住所構造のまま提供することを強く推奨する。状況に応じて、「ad-strct」リンク先の構造情報を参照してほしい。該当しない場合や、データがないときは、ブランクにしておく。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F086
	*国コード
	2289
	2
	a
	ISO 3166 ; 不明の場合はブランク


2140～2288バイトで記入した住所の国コードをISO 3166に従い2バイトのアルファベットで入力する。このフィールドは、固定・フリーの各フォーマットとは別に、住所国コードを独立した情報として提供するものである。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F087
	***情報提供国の課税年度の末日
	2291
	8
	an
	ISO 8601: CCYYMMDDまたはCCYYMM またはCCYY
不明の場合にはブランク


源泉国の課税年度の末日を記入する。当該所得の支払いが発生した課税年度の末日の日付である。このフィールドが必要となるのは、国によって課税年度と暦年が異なる場合があるからである。年は4桁、さらにオプションとして月と日にちはそれぞれ2桁の左寄せで記入する（ISO 8601参照）。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	PD
	***(支払いデータ)
	
	
	
	


このフィールド群には、この記録の対象となる支払いに関するデータを記入する。ここで言う「支払い」とは、資金を、契約や慣習に従った方法で所得の受益者の自由裁量権の下に置くことを言う（「収入のみなし受領」）。つまり、「支払い」の意味を、所得を実際に、物理的に支払うことと限定して解釈してはならない（モデル条約第10条と第11条に関するコメンタリー参照）。原則として、「フィールド＃94（NIP）= フィールド＃92（GIP）– フィールド＃96（TWH）; フィールド＃96 （TWH）= フィールド＃92 （GIP） * フィールド＃97 （TR）」の式が成り立つようにする。これらの式による他の金額に基づく算出額については、記入する必要ない。これらの式が成り立たない額を記入する場合には、その例外の範囲に応じて、このマニュアルの国別のセクション、ファイルと一緒に提出するテクニカルノートおよび（または）フィールド＃104にその説明を記入する。フィールド＃99（租税還付金）については、上記のような式で他の金額に関連付けることはできないと考えられている。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F088
	**支払い日
	2299
	8
	an
	ISO 8601: CCYYMMDDまたはCCYYMMまたはCCYY
不明の場合にはブランク


所得が支払われる実際の日付を記入する。このフィールド群の紹介（識別子PD）の「支払い」に関する説明に注意する。必要に応じて、支払い日に関する具体的な情報を、このマニュアルの国別のセクション、ファイルと一緒に提出するテクニカルノートおよび（または）フィールド＃104に記入する。年は4桁、さらにオプションとして月と日にちはそれぞれ2桁の左寄せで記入する（ISO 8601参照）。データがないときは、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F089
	** OECD支払い種別
	2307
	4
	an
	コードテーブル2参照


コードテーブル2には、受益者に支払われるさまざまな種別の所得のコードが挙げられている。これらのコードは、OECDのモデル二重課税条約の条項に対応していることから、このテーブルのコード以外は使用しないで、尚且つそれらの条項に記した定義に基づいて選択しなければならない。フィールド＃92に示した額の所得の種別コードを記入する。コード＃15「給与所得」については、さらにコードを細分化し、この種別の支払いについてより明確に記述できるようになったので注意してほしい。必要な追加情報があれば、この記録の最後の記入者フィールド（できればフィールド＃103）に記入する。現時点では、その記入方法について規則を定めているわけではなく、実施の詳細については、関係国間の合意にまかせている。コードテーブル2に挙げたコードでは、当該所得に対応するものがないと感じたときは、コード＃21（その他の所得）を指定し、フィールド＃104にその説明を記入する。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F090
	**情報提供国の支払い種別
	2311
	4
	an
	


OECD標準では、ほとんどの種別の所得に対し共通の定義を提供することで、コードテーブル2以外のコードが使用されないよう図っている。しかし、当該所得にあてはまるOECDコードが見つからない場合には、情報提供国独自のカテゴリーを使用することができる。この場合には、このフィールドに、その国固有の支払い種別を記入する。そのような種別の定義は、適切な手段（できればこのマニュアルの国別のセクション）を使って受取国に知らせる。もっと区別を明確にする目的で、フィールド＃89に記入したうえで、さらにこのフィールド＃90を使用することもできる。この場合でも、そのコードの意味に関する情報を別途提供することが必要である。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	GIP
	**支払われた総所得

	
	
	
	


フィールド＃91と＃92には、総所得に関するデータを記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F091
	*通貨コード
	2315
	3
	a
	ISO 4217
3バイトのアルファベット


総所得の通貨を3バイトのISOコードで記入する。支払いを実際に行った通貨のことである。フィールド＃92の額が有意義なものでない場合（フィールド＃92は数値フィールドであるため、額が有意義でなければ「0」を入力する）は、ブランクのままにしておく。フィールド＃92に額を記入するときは、絶対にブランクにしておかない。額を記入しても、このコードがなければ意味がないからである。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F092
	*主要通貨単位
	2318
	18
	n
	主要通貨単位のみ


ここはすべて数値で記入する。例：「$4000」は形式上誤り。通貨はフィールド＃91にISOコードで記入する。「4000.71」も形式上誤り。小数点や小さい通貨単位を含んでいてはならない。「798,000」も形式上誤り。厳格に数値フィールドでなくてはならないため、編集用文字の使用はできない。400ドル50セントを「40050」と記すのは誤り。この標準の定義に従えば、これは「40050ドル」と解釈されてしまう。主要通貨単位に四捨五入するかどうかの判断は情報提供国に任せるが、実行した手順に関する情報をこのマニュアルの国別のセクションに記載しておくようにする。  

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	NIP
	**支払われた純利益
	
	
	
	


フィールド＃93と＃94には、純利益（所得から源泉税額を引いた金額）に関するデータを記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F093
	*通貨コード
	2336
	3
	a
	ISO 4217
3バイトのアルファベット


純利益の通貨を3バイトのISOコードで記入する。支払いを実際に行った通貨のことである。フィールド＃96の額が有意義なものでない場合（フィールド＃96は数値フィールドであるため、額が有意義でなければ「0」を入力する）は、ブランクのままにしておく。フィールド＃96に額を記入するときは、絶対にブランクにしておかない。額を記入しても、このコードがなければ意味がないからである。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F094
	*主要通貨単位
	2339
	18
	n
	主要通貨単位のみ


ここはすべて数値で記入する。例：「$4000」は形式上誤り。通貨はフィールド＃91にISOコードで記入する。「4000.71」も形式上誤り。小数点や小さい通貨単位を含んでいてはならない。「798,000」も形式上誤り。厳格に数値フィールドでなくてはならないため、編集用文字の使用はできない。400ドル50セントを「40050」と記すのは、意味論上誤り。この標準の定義に従えば、これは「40050ドル」と解釈されてしまう。主要通貨単位に四捨五入するかどうかの判断は情報提供国に任せるが、実行した手順に関する情報をこのマニュアルの国別のセクションに記載しておくようにする。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	TWH
	**源泉課税
	
	
	
	


フィールド＃95と＃96には、源泉課税に関するデータを記入する。

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F095
	*通貨コード
	2357
	3
	a
	ISO 4217
3バイトのアルファベット


源泉課税の通貨を3バイトのISOコードで記入する。支払いを実際に行った通貨のことである。フィールド＃96の額が有意義なものでない場合（フィールド＃96は数値フィールドであるため、額が有意義でなければ「0」を入力する）は、ブランクのままにしておく。フィールド＃96に額を記入するときは、絶対にブランクにしておかない。額を記入しても、このコードがなければ意味がないからである。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F096
	*主要通貨単位
	2360
	18
	n
	主要通貨単位のみ


ここはすべて数値で記入する。例：「$4000」は形式上誤り。通貨はフィールド＃91にISOコードで記入する。「4000.71」も形式上誤り。小数点や小さい通貨単位を含んでいてはならない。「798,000」も形式上誤り。厳格に数値フィールドでなくてはならないため、編集用文字の使用はできない。400ドル50セントを「40050」と記すのは、意味論上誤り。この標準の定義に従えば、これは「40050ドル」と解釈されてしまう。主要通貨単位に四捨五入するかどうかの判断は情報提供国に任せるが、実行した手順に関する情報をこのマニュアルの国別のセクションに記載しておくようにする。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F097
	**税率
	2378
	4
	n またはブランク
	nn.nn  仮想小数点

データがなければブランク


支払いに実際にかけられた源泉課税率を記入する。このフィールドへの記入はすべて数値でなければならない。入力する数値は必ず100分の1パーセントとして解釈する。例：5パーセントは「0500」として表記する。「1550」は、15.5パーセントのことである。ブランクは、税率を提供しないことを示す正当なエントリー（非数値で唯一正当なエントリー）とする。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	TRF
	**租税還付金
	
	
	
	


フィールド＃96の額の源泉徴収後、租税還付金があれば、その額を記入する。この記録の当該所得に関して複数回の還付があった場合には、その総額を記入する。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F098
	*通貨コード
	2382
	3
	a
	ISO 4217
3バイトのアルファベット


租税還付金の通貨を3バイトのISOコードで記入する。支払いを実際に行った通貨のことである。フィールド＃99の額が有意義なものでない場合（フィールド＃99は数値フィールドであるため、額が有意義でなければ「0」を入力する）は、ブランクのままにしておく。フィールド＃99に額を記入するときは、絶対にブランクにしておかない。額を記入しても、このコードがなければ意味がないからである。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F099
	*主要通貨単位
	2385
	18
	n
	主要通貨単位のみ


ここはすべて数値で記入する。例：「$4000」は形式上誤り。通貨はフィールド＃91にISOコードで記入する。「4000.71」も形式上誤り。小数点や小さい通貨単位を含んでいてはならない。「798,000」も形式上誤り。厳格に数値フィールドでなくてはならないため、編集用文字の使用はできない。400ドル50セントを「40050」と記すのは、意味論上誤り。この標準の定義に従えば、これは「40050ドル」と解釈されてしまう。主要通貨単位に四捨五入するかどうかの判断は情報提供国に任せるが、実行した手順に関する情報をこのマニュアルの国別のセクションに記載しておくようにする。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F100
	*還付日または最初の還付日
	2403
	8
	an
	ISO 8601: CCYYMMDDまたはCCYYMMまたはCCYY
不明の場合にはブランク


還付があった実際の日付を記入する。フィールド＃99に記入した額が複数回の還付の総額である場合には、最初の還付日のみを記入する。年は4桁、さらにオプションとして月と日にちはそれぞれ2桁の左寄せで記入する（ISO 8601参照）。データがないときは、ブランクにしておく。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F101
	***情報提供国の参照番号
	2411
	70
	an
	問い合わせの参照のために付する各記録の番号


送付する各記録の参照番号（必ずしも厳格に数値である必要はない）を記入する。いずれかの記録の反復（フィールド＃1参照）の場合であっても、その元の記録とは別の参照番号をつける。この記録に関する連絡はすべてこのフィールドに記した番号を参照する。この記録を参照するのに追加情報（課税年度、情報提供日など）に頼らなければならないような仕方ではなく、時間にかかわりなくいつでも唯一となる番号を参照番号にするのが理想的である。また、情報提供国の国内にある記録とリンクした参照番号が望ましい。 

	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F102
	***修正参照番号
	2481
	70
	an
	この記録が修正または反復である場合に付する参照番号（フィールド1参照）

該当しない場合はブランク


以前送った記録の修正・反復である場合には、必ずこの参照番号を記入する。さもなければ、この記録を正しく扱うことが保証されないばかりか、それが不可能になることさえある。
	フィールド／フィールド群
	フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F103
	***記入者の一般使用
	2551
	105
	an
	使用しなければブランク
情報とともに提供するテクニカルノートに従い記入 


原則として、この記入者フィールドは、OECD公式手順によって決定した変更事項を記入するために空けておく。また、このフィールドは、記録の送付時に受取国に渡すテクニカルノートに用途を示せばその用途で使用することも可能だが、ただこうした使用は、フィールド＃104では十分でない場合に限られる。フィールド＃103は、OECD支払い種別15bに関連して使用するのが望ましい（とはいえ、その方法について確固たる規則があるわけではない。したがって、二国間の合意や、テクニカルノートでの文書化が必要である）。
	フィールド／フィールド群
	_フィールド／群名
	開始
	長さ
	データタイプ
	備考

	F104
	***記入者の特別な取り決め
	2656
	105
	an
	使用しなければブランク

情報提供国と受取国の間で取り決めた事項を、情報とともに提供するテクニカルノートに従い記入


このフィールドは、どんな情報であるかを受取国に明確にしてあれば、どのように使用してもかまわない。
コードテーブル１：受取人と支払人の種別
	コード 
	意味 
	説明 

	01
	個人
	

	02
	法人
	

	03
	パートナーシップ
	

	04
	法人・パートナーシップ以外の事業組織
	

	05
	政府または国際機関
	

	06
	その他（記入者フィールドに具体的に記入）
	

	07
	不明
	種別が不明のときは、必ずコード「07」を記入する。フィールドをブランクにしておかない。


コードテーブル2：OECDモデル条約（OECD Model Convention on Income and Capital）の条項番号に応じた所得コード
	コード 
	意味 
	説明 

	06
	不動産所得
	

	07
	事業所得
	

	10
	配当
	

	11
	利子
	

	12
	使用料
	

	13
	キャピタルゲイン
	

	14
	自由職業所得
	

	15
	給与所得
	

	15a
	総計（付加給付含む）
	

	15b
	金額のみ。ただし、二国間協定に従い、付加給付に関する追加情報を記入者フィールドに記入
	

	15c
	金額のみ
	

	16
	役員報酬
	

	17
	芸術やスポーツ活動の所得
	

	18
	年金
	

	19
	公務と公的年金の所得
	

	20
	教育・トレーニングを目的とした学生への支払い
	

	21
	その他の所得
	


別添1　租税目的のための情報交換に関するOECDの基準　（略）

別添２　STFスキーマ（略）
　


背景
1.
OECDモデル租税条約の第26条では、権限ある当局による租税情報の交換方法として、「要請に基づく情報交換」、「自動的情報交換」、「自発的情報交換」の3種を認めている。自動的情報交換が特に適しているのは、同種の個々のケースを多く集めた大量の情報を送る場合で、通常は源泉国で生じた所得の詳細がその内容となる。そうした情報を源泉国のシステムの下で定期的に入手し、一定のペースで自動的に提供するのである。自動的情報交換を効率よく行うには、フォーマットの標準化が必要になる。 

2.
この種の情報の提示方法を標準化するにあたってOECDの第一歩となったのは、1981年に作成した、紙ベースの自動的（定期的）情報交換フォームである。その後、税務当局の電子データ処理能力が向上したことから、1992年には自動的情報交換のためのOECD標準磁気フォーマット（SMF：Standard Magnetic Format ）が開発され、さらに1997年にはその改訂版（現行のバージョン）が作られた4。記載する情報は紙ベースのフォームとさほど変わらないが、SMFなら電子媒体を使って送ることができる。こうすることで、受領国のデータ照合の効率が向上し、膨大な量の納税者情報の交換が一度に行えるようになった。SMFレコードレイアウトには、下記のフィールドが割り当てられている。 

· 受益者、その代理人もしくは仲介者
· 所得の支払人、その代理人もしくは仲介者
· 居住国・源泉国のTIN
· 発生した所得（課税年度、支払日、支払種別、通貨、総額・純額、源泉税額、還付金など）
租税情報交換システム（TIES：Taxation Information Exchange Systems）サブグループがSMFの実施状況をその導入以来モニタリングしている5。 

課題
3.
SMFはもともと情報を磁気テープで提供することを前提に作られたものである。しかし、磁気テープはもはやどこでも使用されておらず、近年は、どの国も、正式に認められているわけではないが、ディスケットやCD-ROMを使用して納税者情報を自動的に送っている。また、従来のレコードレイアウトは幾分柔軟性に欠け、情報の修正や拡張には不向きであった。 

4.
そこでTIESサブグループは、SMFに取って代わるものとして、自動的情報交換の「次世代」フォーマットを開発した。これは、標準送信フォーマット（STF：Standard Transmission Format）と呼ばれるもので、XML（extensible mark-up language）6をベースにしている。XMLは、下記をはじめとする多くの利点から今日の情報技術で広く採用されている文書マークアップ言語である。
· メッセージの内容と表示構造の分離が可能
· 人・機械双方による読み取りが可能
· モジュール性と柔軟性に優れている
· 文書がXML構造の取決めに適合しているかをチェックすることが可能
· 多くのツールが利用可能
付属文書2にSTFの概要を示しておいた（この概要は、情報交換の情報技術面に関わっているスタッフを主な対象としている）。 

5.
STFは、SMFにすぐに取って代わるというものではなく、共存を意図したものである。SMFは効果的なツールとして維持され、TIESサブグループも当面その利用をサポートしていく。現在SMFを使用している国にとって、すぐにSTFに移行するというのは実際的でない。しかし、OECD加盟国の大半がすでにSMFを使用しておらず、そうした国がSTFを採用すれば、自動的情報交換に必要な機能を開発する際に最新技術をすぐに活用できるようになることは間違いない。このため、OECDでは、この2つのフォーマット間の変換を行う移行プログラムを開発し、締約国の使用標準フォーマットが異なっていても自動的情報交換が行えるようにしている。SMFの能力を超えるSTFの機能は移行できないが、STFの最初のバージョンは、SMFとの互換性を重要な設計目標としたため、そのような機能はほとんどない（しかもいずれもさほど重要でない）。このため、現在SMFを使用している国への影響は、最小限にとどまるだろう。 

6.
STFは、最終的にはOECD租税情報交換標準（SEIT：Standards on Exchange of Information in Taxation）として知られる枠組みの一部（レベル1：提供媒体）として取り入れる予定である。TIESサブグループでは、現在、下記の情報交換の3つの実践面に関連して、この枠組み（付属文書I参照）を作成しているところである。
· 情報の提供手段（権限ある当局が物理的にどのように情報を送り、受け取るか。暗号化した納税者情報を電子的に提供することについての考察は、CTPA/CFA/WP8/TIES(2004)1/CONFを参照） 

· セキュリティ（秘密保護） 

· フォーマット（情報の提示方法）
7.
租税委員会は、STFを自動的情報交換の新たなOECD標準フォーマットとして受け入れるとした第8作業部会の提案に対し、下記を条件に合意した。
· 現在SMFを使用している国がSTFに移行できるようにすること。ただし、当面はその移行を義務化しない。
· TIESサブグループが当面の間引き続きSMFの使用をモニタリング・支援すること。
· 移行プログラムによって、2つのフォーマットの運用を平行して行えるようにすること。
4 理事会勧告C(92)50/FINAL （1992年7月23日）および C(97)30/FINAL （1997年7月10日）を参照。


5 もっと詳細な情報については、2002年OECD SMFの実施・使用状況調査（2002 Survey on the Implementation and use of the OECD SMF (DAFFE/CFA/WP8/TIES(2002)5/CONF)）を参照。


6 XML：構造化された情報を含む文書の記述に用いられる技術言語。「extensible」とは、完全に交換してしまうのではなく、追加によって拡張することができるシステムのことを指している。
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